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介 した著 書(D.Hunteち7h8L"6r伽r6σPαp8r配 雄

'η81390-182α1925[reprint]1971,p.1)で 、 ヨ ー ロ

ッパ 製 紙 業 史 を研 究 す る う え で 不 可 欠 な 文 献

で あ る。 この 書 物 に お い て最 後 に 紹 介 さ れ た

ものが 本 拙 稿 で 取 り上 げ る マサ イ ア ス=ク ー プ

ス(MathiasKoops)の 作 品 で あ る 。本 拙 稿 で

最 初 に こ の作 品 が 生 ま れ た背 景 と言 うべ き イ

ギ リス18世 紀 後 半 の製 紙 業 に つ い て概 観 し、

次 に こ の著 作 を 紹 介 した い 。 こ の場 合 、 そ の

紹 介 を と くに イ ギ リス 製 紙 業 の18世 紀 末 の 状

況 を意識 な が ら果 たす こ と にす る 。 別言 す れ ば、

ク ー プ ス の 著 作 の 紹 介 を とお して イ ギ リス 産

業 革 命 期 にお け る 製 紙 業 の 断 片 を探 り得 れ ば

と考 え てい る。

118世 紀後半か ら19世 紀前半のイギリス製

紙業

イギ リスはヨーロッパのなかで製紙術の伝

播はかなり遅 く、15世 紀末にジョン=テ ー トが

ハー トフォー ドシアで最初の紙の製造を着手

した。17世 紀 を通 して製紙場の数は増加 して

いったが、イングランドの製紙業の実質上の

館 蔵 資 料 紹 介

紙 及 び 製 紙 業 史 の 泰 斗 、 ダ ー トニハ ン タ ー

(DartHunter)は1925年 に 『1390年 か ら1800

年 の 製 紙 業 に 関 す る 文 献(賄8甜6r伽r6σPαp傑

配αん'ηg1390-1800)』(写 真1)を 刊 行 し た 。 こ れ

写真1

は彼が収集 した ヨーロッパにおける中世から

近代までの製紙 に関する70冊 弱の稀観書を紹



れ る 。彼 は18世 紀 の こ の 国 の製 紙 業 を 「革 命

前 に 茶 色 以 外 に イ ン グ ラ ン ドで 製 造 さ れ た 紙

は ほ とん どな か っ た。 しか し戦争 が続 き、時 折 、

関 税 が 外 国 の 紙 に課 せ られ る と 、 多 くの 製 紙

業 者 に筆 記 と印 刷 に適 した 白 紙 の 製 造 の 着 手

を促 した 。 そ して 徐 々 に紙 の 品 質 を完 壁 な も

の に 近 づ け て い っ た 。 今 や 彼 ら は イ ギ リス で

消 費 さ れ て い る 紙 の3分 の2を 製 造 して い る。

… … 彼 ら の 数 人 は 外 国 か ら 入 っ て く る もの と

同 じ位 に充 分 に耐 久性 の あ る 白紙 を生 産 す る」

(C.King,Z加B漉'5ん ル18rc乃α砿vol.H,1721[reprint

lg68],p.266)と 評 価 して い た 。

こ の よ う に イギ リス 製 紙 業 は18世 紀 に 入 っ

て 本 格 的 に 展 開 し て い くの で あ る が 、 こ こで

当 時 の 紙 の 製 法 を確 認 して お く必 要 が あ る。

一 般 に18
、9世 紀 の 製 造 業 の技 術 を知 る文

献 と して この 時 期 に 出 版 さ れ た エ ンサ イ ク ロ

ペ デ ィ ア は 最 適 な 資 料 で 、 な か で も本 学 中 央

図 書 館 所 蔵 のA.リ ー ス の 『百 科 事 典(サ イ ク

ロペ デ ィア)、 また は技 芸 ・学 問 ・文 芸 の 万 有

事 典 』(Z肋Cyc1・P84砿 ・r伽 γ6r5α1D'c"・η鰐 け

Aπ5,3c∫6ηc80η4ム舵rα'z`rε,45Vols.,1819-1820.[写真

3]こ のエ ンサ イクロペ デ ィア は1972年 にN.コ ッ

(写 真3)Rees,Z加Cyclopε4嬬orθ 癬8r5α1

1)'c'ノoηαπy6ゾAπ5,3d8ηc6α η4、 乙"8rα'麗r8,45

Vols.,1819-1820の 第1巻 、 タ イ トル ペ ー ジ と

リ ー ズ の 肖 像)

ソンズ に よってその一部 が復 刻 され た。本拙稿 で は

コ ッソ ンズの復刻版 を使用す る)は 「技 術 につ い

て 最 も豊 か な資 料 」(フ ァー ガ ソ ン)と い う評

価 を 受 け て い る 。 こ の リ ー ス の サ イ ク ロペ デ

確 立 は17世 紀 後 半 で あ っ た(イ ギ リス の 製 紙 業

の概 観 に 関 して はR.H.Clapperton,P岬8r'AηH'3'or'cα1

Acc・蝋1934,pp.106-135を 参 照 。写 真2)。17世 紀

(写 真2)R.H.Clapperton,pαp6κAηH'5,0r'col

Acco朋 ち1934の 題 扉 。 中 国 、 日本 、 ス ペ イ ン、

フ ラ ンス 、 イ タ リ ア 、 ドイ ッ 、 オ ラ ン ダ 、 イ

ギ リス な ど の 製 紙 の 歴 史 を概 観 し た ク ラ パ ー

トン の 稀 観 書 。 イ ギ リ ス の 製 紙 業 史 を 論 じた

最 後 の箇 所 に チ ャー チ=ヤ ー ド(ChurchYard)

の詩 、Thewholebenefitsthapaperbringsが 掲 載

され て い る 。

後 半 に 「フ ラ ン ス との 戦 争 が 勃 発 す る と 、外

国 製 品 に非 常 に高 い 関 税 が 課 せ ら れ 、 フ ラ ン

ス か らの プ ロテ ス タ ン トの 亡 命 者 た ち が 主 と

し て イ ン グ ラ ン ドに 定 住 して 、 記 述 用 の 白 紙

の生 産 を導 入 し始 め る」(A.Anderson,AηH'3'or'-

cα1αη4α ηo'09'cα'D84膨c"oηρプ∫加Or∫9'η9プCo〃2一

配8rc8,Vol.皿,1801[reprint1967],P.594)よ う にな

り、1685年 に は彼 らに よ っ て 良 質 の 紙 の た め

の製 紙 場 が ロ ン ドン に設 立 され た(S.Smiles,㍑8

伽8麗8η・砥1870,p.258)。 こ う して17世 紀 後半 に

起 こ っ た ユ グ ノ ー 職 人 の イ ギ リ スへ の 亡 命 が

イ ギ リス 製 紙 業 へ の 主 な る刺 激 に な っ て 、 こ

の 製 造 業 は 着 実 に成 長 して い き、17世 紀 末 に

イギ リス の 製 紙 技 術 は 「わ れ わ れ は フ ラ ンス

人 の 完 壁 さ に 達 す る こ と は 出 来 ない が 、 か な

りそ の 近 くに あ っ て 、 以 前 よ り も繊 細 な紙 を

製 造 して い る」(aPersonofHonour,Aηg〃 α8τ厩一

耀 η'・ろ伽5ψ 砂φEη81α厩1695,P.25)と い う段

階 に ま で 到 達 した の で あ っ た 。 同 時 代 の 同様

な証 言 が チ ャ ー ル ズ=キ ン グの 著 書 か ら も得 ら



「細 かい漉 き網枠 型 の上 で沢 山のパ ルプ を持 ち上げ

る職人 に よって なされる。その枠型 を とお して水 は

排除 され、パル プは1枚 の紙 に固め られる。別 な職

人 は紙 を型 か らはず し、 それ をフェル トの うえで受

け る。彼 は別 の フェル トでそれ を覆 う。平 にそれ を

広 げる。そ してポ ス トpostと呼 ばれる堆 積が で きる

まで、 クーチ ング(紙 取 り)を 繰 り返す。堆積 され

た紙 は圧力機 にのせ られ、十 分 に水が押 し出 され る。

積 まれ た紙 は移動 され、紙 の問か らフェル トも取 り

除かれ、再 びね じの付い た圧力 機でそ れ自体暫 く押

さえられる。紙 は圧力機 か ら取 り出 され、乾燥 して

い る屋根裏 で5～6枚 が乾 くまで一緒 に一列 に吊 ら

され る。 今や紙 は製造 され、仕 上 げだけを待 ってい

る。」(Cossonsed.,op.c舐,pp.73-74.)

こ の よ う に 紙 を つ く る 方 法 は 基 本 的 に 、 手

で 作 ら れ よ う と機 械 で 作 ら れ よ う と 、 変 わ る

こ と は な か っ た 。 そ の 原 理 は ぼ ろ 布 の 植 物 繊

維 を 分 解 し て 、 そ れ を 水 の な か で 再 度 統 合 さ

せ て 紙 を 生 産 す る と い う も の で あ っ た(M.

Plant,7腕6Eη8"5乃 βooゐ7「IFO4θAηEcoηo配 ぎcH'5'ory6ゾ

'舵44面 ηg侃45α18(ゾBooん5,1939,p.191.[写 真5])。

(写 真5)M.Plant,7物 翫g1'∫hBo欲7rσ4θAη

正「COη0〃3'oH'5'0ぴ(～プ'んεル11αた'ηgOη43θ1θ(～プ・800ん5,

1939.こ の本 は イ ギ リス の 出 版 経 済 史 の古 典 的

文 献 。 印 刷 ・出 版 の 歴 史 と紙 の 歴 史 は 関係 が

深 く、 イ ギ リス 製 紙 業 に 関 して は 出 版 経 済 誌

か ら論 じ られ て い る。

イ ア は 製 紙 業 を 「か な りわ が 国 で 奨 励 さ れ 、

す で に完 成 度 の高 い程 度 まで 達 した」(N.C・s-

sonsed.,・Rε6～5徳ルfαη蜘c'砿πη8Zη4配5'κy'1819-1820/,vol.

4,lg72,p.72)製 造 業 と して把 握 し、紙 の原 料 に

亜 麻 布 や 麻 の ぼ ろ布 、 イ ラ ク サ の 茎 、 藁 、 干

し草 、 ア ザ ミ、 木 綿 や 毛 織 物 の ぼ ろ布 を挙 げ 、

仕 上 が っ た 紙 の 品 質 や 強 さ は そ れ ぞ れ の 原 料

の もつ 質 に依 存 し、 筆 記 用 な どの 高 品 質 の紙

の 製 造 の た め に は亜 麻 や 麻 の ぼ ろ 布 の み が 使

用 され た と教 え る(砺 広pp.73,74)。

紙 の 製 造 工 程 は ぼ ろ布 の 準 備 、1枚1枚 の

紙 の 製 造 、 紙 の 仕 上 げ とい う3種 類 の作 業 に

大 まか に分 割 され て い て い た(翫 広p.73)。 よ

り具 体 的 に記 す と製 紙 工 程 は基 本 的 に は 原 料

を洗 浄 し、 破 砕 し、 パ ル プ に変 え、 繊 維 の運

び 手 で あ る水 と混 ぜ る準 備 工 程 と、 この パ ル

プ を針 金 の 網 の 上 に広 げ る と、水 は滴 り落 ちて 、

残 っ た繊 維 が 紙 を形 成 し、 こ の と き繊 維 が よ

り合 う よ う に 、 網 に 振 動 が 加 え られ る 抄 紙 工

程(写 真4)と こ う して作 られ た 紙 を乾 燥 させ

(写 真4)y側 η97rθ4θ 〃2αηノoγ,Bo欲 げEηgJ'読

τFα48,1839に 掲 載 され て い る抄 紙 職 人 の版 画 。

る 仕 上 げ 工 程 か ら 成 り立 っ て い た の で あ る(D.c.

Coleman,℃ombinationofCapitalandLabourintheEng-

lishPaperIndustry,1789-1825",Ecoη αη'cα,NewSer.,

V・1.XXI[lg54],p.34)。 今 少 し リ ー ス の サ イ ク ロ

ペ デ ィ ア に 従 っ て 、 製 紙 法 を 記 す と 、 準 備 工

程 を終 え た あ と 、 次 の よ う に な る 。



か つ て イ ギ リ ス の 経 済 史 家 、D.C.コ ー ル マ

ン は イ ギ リ ス 経 済 史 研 究 に つ い て 「経 済 史 家

は イ ン グ ラ ン ド に お け る 製 紙 業 に ほ と ん ど注

意 を 向 け て 来 な か っ た 」(C。leman,。p.厩,p.32.

ヨー ロ ッパ 、 と くに イギ リス の 製 紙 業 の研 究 文 献 に

関 して はJ.Bidwel1,"PaperandPapermaking:100Sour-

ces",AB800ん 配侃'8W66規y,Vol.61,No.7[Feb.13,1978],

PP.1043-1061が 便 利 で あ る)と 述 懐 し 、1958年 に

現 在 イ ギ リ ス 製 紙 業 経 済 史 の 古 典 的 文 献 の 誉

れ が 高 い 『イ ギ リ ス 製 紙 業1495-1860工

業 成 長 の 一 研 究 』(D.C.C・leman,丑8Br'"∫ 〃Pαア8r

1η4配5疏ソ1495-1860A8魏4y'η1η4配5'rぬ1σrow'1z,1958,

[reprintl975][写 真6])を 著 し た 。

THEBRITISH

PAPERINDUSTRY

I495-1860

!15'⑳ 〃～1P～面1η α'6poω'ゐ

DG(OI卜M、N

か㎡・儀戸-lo〆ム,門圃イr』」「・屠誕龍κ.

`R【 卜N、、{,oDPkl、 、 ド竃!二u、IlrR～

曜

(写 真6)D.C.Coleman,ηz8Br'"∫hPαp8r∬ η伽 ∫一

疏y1495-1860A∫ 蕨4y'1τ1η4``8'r'α1Gro牌 ぬ,1958

(reprintl975)の 題 扉 。 イ ギ リ ス 製 紙 業 に 関

す る 経 済 史 の 古 典 的 研 究 書 。

黎 明 期 か ら 産 業 革 命 に 至 る イ ギ リ ス 製 紙

業 を扱 っ た この 研 究 書 の な か で 彼 は 「18世 紀

末 ま で に イ ギ リ ス製 紙 業 者 に差 し 出 され た最

も切 迫 した 問題 は 三 項 目 あ り、 そ れ らは 各 々

ぼ ろ の 価 格 や 労 働 費 の 騰貴 や 税 金 の 上 昇 で あ

っ た」(砺4,p.170)と 指 摘 した 。 これ らの切 迫

した3問 題 の う ち次 に紹 介 す る ク ー プ ス の 稀

観 書 に 関 係 す る項 目は 原 料 で あ る ぼ ろ 布 の 騰

貴 で あ る 。 結 局 、 イギ リス に お け る製 紙 業 の

成 立 以 来 、 外 観 と耐 久 性 か ら見 て 最 良 の 紙 の

原 料 は麻 の ぼ ろ布 で あ り、 つ ぎ に木 綿 の そ れ

で あ っ た(plant,。 ρ.c'乙,p.190)。18世 紀 中葉 に

キ ャ ンベ ル は 「製 紙 業 の た め の 麻 の ぼ ろ布 を

買 い 上 げ る こ れ らの ぼ ろ屑 業 者 は何 千 人 を雇 い 、

そ れ に よ り非 常 に優 雅 な生 活 を して い る」(R.

Campbell,Z々8ムoη40η71rα4αηαη,1747[reprintl969],p.

258)点 に注 目 して い た し、 キ ング は以 前 ぼ ろ

切 れ は ご み の 山 に投 棄 され て い た が 、1720年

代 に は パ ンの 施 し を請 う願 うで あ ろ う 多 数 の

貧 民 に よ っ て 収 集 さ れ て い る と記 録 して い た

(King,・p.磁,p.267)。 彼 らの 観 察 した 事 実 か ら

ロ ン ドン に お い て 製 紙 業 の た め の ぼ ろ布 収 集

が 職 業 と して 立 派 に成 り立 っ て い る こ と を窺

い 知 る 。 しか しぼ ろ布 の 不 足 は 製 紙 業 が イ ギ

リ ス に定 着 した あ と 、 絶 え 間 な く繰 り返 され 、

18世 紀 の 製 紙 業 の発 展 に伴 う増 加 す る ぼ ろ 布

消 費 は 恒 久 的 な原 料 不 足 の 怖 れ を拡 げ て い っ

た(Coleman,7加Br'"読Pα ρεr玩4∬8'伐PP.170-171)。

と りわ け19世 紀 前 半 の紙 の 生 産 増 加 は ぼ ろ 布

原 料 に厳 しい 圧 迫 を加 え た た め に 、 イ ギ リス

製 紙 業 者 は 深 刻 な 原 料 不 足 に 陥 っ た 。 当 然 、

ぼ ろ布 を確 保 す る た め に 様 々 な尽 力 が な され

た が 、 そ の 決 定 的 な解 決 に は至 ら な か っ た 。

従 っ て 原 料 問 題 解 消 の 別 な方 法 と して 新 しい

製 紙 原 料 、 つ ま りぼ ろ布 の 代 替 物 を探 る 実 験

が18世 紀 か ら19世 紀 にか け て頻 繁 に試 み られ た 。

こ の よ う な イ ギ リス 製 紙 業 の状 況 の な か で1

冊 の本 が 上 梓 さ れ た の で あ る 。 こ の 本 が 近 畿

大 学 中央 図 書 館 が 所 蔵 す る2冊 のM.ク ー プス

のH競or∫cα1αcco麗η∫6ゾ'〃8躍わ3如縦83w痂cん 肱 肥

わ88η鷹4'0483c酌88γ6脇,侃4'OCOηV6y∫46α5

戸0〃τ6α所8舘4α 陀'0魚6〃1肥 η加 ηげ ραP8r(「最 も

古い時代 か ら紙の発明 まで事件 を記述 した り思 想 を

伝えたえるために用いられて きた物 の歴史的説明』[写

真7]。 以後、本拙稿 ではこの著作 を 「歴 史的説明』

として引用)で あ った 。

2M.ク ープスと彼の著作

マサ イアスニクープスは早 くから紙の原料不

足の克服に関心 を示 し、ぼろ布 に替わる新た

な製紙原料の発見に尽力 した製紙業者であった。

まずイギリス製紙業の抱えていた原料問題

という点から、製紙に関する年表を見渡すと、

1800年 と1801年 に次のような記述に目が止まる。
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近 畿 大 学 中 央 図 書 館 蔵 の2冊 の ク ー プ ス の 本

(写真7)M.Koops"H'3'or'cα1αcco槻'4'h6棚h%α ηc63wh'chhαv6わ ε6η砿?ε4'0463c励 ε6v6η'3,弁o"2

θα〃'θ5∫4α'¢'o'h6'ηv6η"oηげ ραρθr(secondedition),London,1801の 題 扉(写 真7-1)と 第 二 版 の 限 定

版(写 真7-2)の 題 扉 。 そ れ ぞ れ の 題 扉 に注 記 され て い る よ うに 、 前 者 は古 い 印 刷 及 び筆 記 され た

紙 か ら再 生 され た紙 に 、 付 録 は木 材 パ ル プか ら製 造 され た 紙 に 印刷 され て い る 。 そ の 限 定 版 で あ る 後

者 は藁 の み で作 られ た紙 の上 に印 刷 さ れ て い る。

する貢献はある程度理解され得るが、彼の著書、

『歴史的説明』の一部分 にこのような彼の製

紙における諸発明とそれに対する特許の取得

とその経済意義に関 して書 き留めていた。こ

の点を中心にクープスの 「注目すべ き作品」(ハ

ンター)の 紹介に努めたい。

第2版 まで刊行 されたこの書物の書誌的情

報はハンターに従うと次のとお りである。

初版 は藁 だけで製造 された最 初の有益 な紙 の上 に

印刷 され た。 この紙 は篭 の目入 り紙の タイプのそれ

で王冠 とG.R.の 透 か しが入 っている。 さらにこれ ま

で に製造 されて きたぼ ろや反古 紙や樹皮や藁 や他の

植物性物質 を混ぜ ないで 、国産 生産物で ある木材 だ

けで製造 された紙 に印刷 されてい る7ペ ージの付録

が付 い てい る。本文 は82ペ ー ジ。サ イズは16×27

cmで1800年 に発行。

第2版 の本文 は256ペ ージか らな り、 これ はすで

1800年 ひ とつ の 実験 が マ サ イ ア スニク ー プ ス に よ

っ て遂 行 さ れ 成 功 し た 。 そ の 実 験 に よ っ て700リ ー

ム(連)の 美 しい 白 い紙 が 毎 週 、 以 前 な ら捨 て られ

る よ うな 古 い 紙 や書 き捨 て られ た か あ る い は印 刷 さ

れ た紙 の み で製 造 さ れ た。(J.Munselll,C加oη0108yσ

'加Or'8'η αη4Pro8r6∬ 〔ガP叩6rα η4PαP6r一ηηん加8,

1876,p.55.)

1801年 マ サ イ アス ー ク ー プス は藁 や 木 材 や ほ か

の植 物 か ら他 の ど の よ うな 知 ら れ て い る 製 紙 材 料 を

付 け加 え る こ と を しな い で 、 最 も完 全 な 紙 を製 造 を

成 し遂 げ た 。 … … 彼 は紙 が どの よ う な 植物 か ら も製

造 さ れ 得 る と主 張 した 。彼 は破 棄 さ れ た 紙 か ら印 刷

用 と筆 記 用 イ ン ク取 り除 く方 法 を発 見 した 最 初 の 人

で あ る と され る。 そ して 印刷 と他 の 目的 に合 っ た藁 、

干 草 、 ア ザ ミ、 破 棄 さ れ た 大 麻 や 亜 麻 か ら紙 を製 造

す る た め の特 許 を獲 得 した。 ⑰ 鼠,p.56.)

この簡潔な記述からクープスの製紙業に対



に印刷 された紙 とイ ンクで筆記 された紙か ら再生 さ

れ た紙 の上 に、16ペ ージの付録 は木材か ら作 られ た

紙 の上 に印行 された。 この版 の紙 は網 目漉 き紙の タ

イプで透 か しは入 ってい ない。サ イズは12×20cm

で1801年 発行。 この版 には同年 に上梓 された別 の種

類が あ り、普通 の第2版 と異 なって、藁 か ら作 られ

た紙 に印刷 され ている。 この版 は限定版 で これ らの

3種 類 の本 のなか で最 も稀襯 である。(D.Hunter,op.

c紘,pp.47-48.)

近 畿 大 学 中央 図 書 館 所 蔵 の 『歴 史 的説 明 』

は 第2版 とそ の 限 定 版 で あ る。 しか し本 文 と

付 録 か らな る この 著 作 の どの 版 を と っ て も 、

例 え ば付 録 の 部 分 は 木 材 の み で 製 造 さ れ た 紙

に 印 刷 さ れ た と特 記 さ れ て い る よ う に(M.

Koops,研5'or∫cα1αcco`'η'(ゾ'舵8め5如ηcε5w配cぬ〃αソ6

加θημ364'04θ5c励66Vα7'5,αη4'OCO17ソ6y'4θα5〃0配

θα〃'a豆4α'ε'o疏6'ηレ6η"oη6ゾP岬6ろ1801,P.259)、 ク

ー プ ス の 製 紙 場 で 藁 や 新 原 料 で 作 ら れ た 紙 の

上 に、 別 の 書 き方 を す れ ば 、 彼 の 努 力 と工 夫

の結 晶 で あ っ た 作 品 の 上 に 印 行 され た もの で 、

こ の 意 味 で あ ま り類 例 が な い 書 物 で あ る と言

える。 この 『歴 史 的説 明』 の内容 の大部 分 は 「も

っ と も古 い 時 代 か ら麻 の ぼ ろ布 か ら紙 を製 造

す る 技 術 が 発 明 さ れ る 時 期 に至 る ま で子 孫 達

に思 想 を 伝 え る た め に 用 い ら れ て き た種 々 の

方 法 と材 料 に関 す る歴 史 的 説 明」(砺4,pp.17-

18)に 充 て られ 、 そ の前 後 の 部 分 に 主 に紙 全 般

と1800年 前 後 の イ ギ リス 製 紙 業 が 直 面 して い

た原 料 問題 や そ の 解 決 法 に 関 連 す る ク ー プス

の 見解 が 披 涯 され た。

この 書 物 の 冒 頭 で ク ー プ ス は この 著 作 を イ

ギ リ ス 国 王 、 ジ ョー ジ3世 に献 呈 して い る。

そ の 理 由 を彼 は 「国 王 陛 下 は 非 常 に慈 悲 深 く

反 古 紙 か ら印 刷 用 や記 述 用 の イ ン ク を抜 い て

そ れ をパ ル プ に して 、 筆 記 や 印 刷 や 他 の 目 的

に合 っ た 白紙 に 変 え る 特 許 を認 め て くだ さ い

ま した。 また藁 、干 草、 アザ ミ、大 麻 や亜麻(リ

ン ネ ル)の 破 棄 さ れ る 屑 や 種 々 の 木 材 や 樹 皮

か ら印 刷 と紙 が 使 用 され る殆 ど他 の す べ て の

目 的 に 合 っ た紙 を製 造 す る た め の 特 許 を認 め

て くだ さい ま した 。 どの よ う な ぼ ろ布 も用 い

な い で 、 藁 の み か ら作 られ た始 め て の 有 益 な

紙 を昨 年(1800年)の9月 に 陛 下 の 下 に お持

ち す る こ と をお許 し賜 わ りま した」(砺4,p.iii.)

と 『歴 史 的説 明 』 の 序 文 で 記 して い た 。 こ の

記 述 に ク ー プ ス の 製 紙 技 術 史 上 で 果 た した役

割 が 率 直 に語 ら れ て い る 。 さ ら に こ の 記 述 の

意 味 す る と こ ろ を この 書 物 の本 文 の な か に探

り出 して い こ う。

まず何 よ りもクー プス は紙 の発 明 につ いて 「製

紙 技 術 は い か な る 時代 や 世 紀 に発 明 され た 最

も有 益 な もの の ひ とつ と して見 な され るべ き

で あ る」(ノわ∫4.,P.7)と し、 そ の 理 由 を 「他 の

発 明 が も し筆 写 か 、 あ る い は 印 刷 に よ っ て 普

及 さ れ な け れ ば 、社 会 に と っ て 有 益 で あ り続

け な い 」 価 畝,p.7)と い う と こ ろ に求 め 、 世

界 史 に お け る 製 紙 術 の 発 明 と紙 の 使 用 を高 く

評 価 した 。 この 見 解 は知 識 と教 育 の 普 及 とい

う意 味 で19世 紀 の イギ リス 製 紙 業 を分 析 した

優 れ た 述 作 を もの したA.D.ス パ イサ ー の 製 紙

業 の 発 展 と紙 の 価 格 の 下 落 が 蒸 気 機 関 の 発 明

よ り深 い 影 響 が あ っ た(A.D.Spicer,Z舵pαpθr

勲4己1907,PP.1-2)と い う主 張 と同根 の もの で

あ る。 続 い て1800年 頃 の イ ギ リ スの 紙 の生 産

状 態 に 思 い巡 ら され る 。 ク ー プ ス は 「紙 が 製

造 さ れ る は ず の 原 料 の 不 足 が 起 こ らな い よ う

にす る の が 重 要 で あ る こ と を どの 人 も確 信 し

な け れ ば な ら ない 」(Koops,oμ 砿p.12)と 読

者 に喚 起 す る が 、 「全 て の ヨー ロ ッパ は近 年 そ

の原料 の異常 な不 足 を経 験 して きた」(1わ磁,P.12)

事 実 を 明 か す 。 イギ リ ス の 場 合 、 ぼ ろ 布 は 自

国 で 充 分 に調 達 で きず 、 大 陸 か ら の輸 入 が 必

要 で あ っ た が 、 紙 の 消 費 の 増 加 につ れ て 、 一

層不 足 す る よ う に な っ た(砺4,p.13)。 そ して

ク ー プ ス は イ ギ リス の 紙 の 原 料 不 足 の 原 因 を

当 時 認 め られ て い た 対 仏 戦 争 に よ る弾 薬 筒 の

た め の 紙 や 包 帯 用 の リ ン ト布 の 需 要 増 加 に 求

め な い で 、 工 業 化 と共 に 生 じた 多 様 に な っ て

い く印刷 物 の増 加 にあ る と考 え た(砺4,PP.16-

17)。 この よ うな イ ギ リス の製 紙 業 に繰 り返 し

生 じた 原 料 不 足 、具 体 的 に は ぼ ろ布 不 足 に対

処 す る 方 法 を ク ー プス は提 案 し、 自 ら実 験 し、

麻 や 木 綿 の ぼ ろ布 の代 替 物 を発 見 した の で あ
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っ た。 「こ れ らの発 見 は廃 棄 され た 紙 か ら印 刷

お よ び書 か れ た イ ン ク を 除去 す る技 術 で あ り、

そ れ は大 小 の 大 き さ に か か わ らず 、 再 生 さ れ

る紙 の 繊 維 に傷 を付 け る こ と な く、 イ ン ク を

消 し、 紙 を完全 に 白 くす る こ と に よっ て な され、

そ の 紙 は 筆 記 した り、 再 び 印 刷 す る た め に元

の もの と同 じ く らい 良 質 」 価 畝,p.14)あ っ た。

つ ま り不 要 に な っ た紙 を再 生 す る 方 法 で 、 そ

の た め に 印 刷 や筆 記 用 の イ ン ク を 除 去 し な け

れ ば な らず 、 そ の 方 法 を見 つ け た の で あ っ た。

さ ら に彼 は再 生 紙 の 他 に 、 藁 や他 の植 物 を

原 料 と して 紙 を 制 作 す る方 法 を思 い 付 き、 そ

れ に 成 功 した 。 興 味 深 い 点 は18世 紀 に ぼ ろ布

の 不 足 を 実 感 して 、他 の 動 植 物 を 原 料 に して、

換 言 す れ ば ぼ ろ布 の代 替 物 を探 索 し て種 々 な

実 験 を行 っ た シ ェ フ ァー や ロ ウ ミ ュ ー ル や グ

リー ヴズ な ど の 多 くの 科 学 者 の 業 績 を一 般 的

に論 じ、 と りわ け 紙 に 関 す る 最 も希 襯 な 著 作

の 一 つ と言 われ てい る惚r5"c舵 醜 翻4臨8ro肋8

α〃6肋 耀ρ8η046r40cん 囲'6加81"9朗 η9α包Z麗5α'z8

46∬81わ811P4ρ∫8r刷 〃ταc1～61z(6vols:1765-71)を

上 木 した シ ェ フ ァー博 士(Schaffer)に 個 別 的 に

触 れ てい る点 で あ る(砺4,pp.233-235.シ ェファ

ー博士 の著作 についてHunter
,Pσρε朋 面 ηg7加 研5-

'oり'oη47セc乃η∫g``8ρプαηAηdθ7'Crφ,1943[reprint

l978].pp.317-326に 詳 しい)。 ク ー プ ス は シ ェ フ

ァー と彼 の 研 究 成 果 に つ い て 「シ ェ フ ァー 博

士 は 本 当 に忍 耐 強 く勤 勉 で 熱 意 を も っ て 多 く

の 植 物 が 適 して い る と示 す た め に 力 を尽 くた

の で 、 彼 の 評 判 は不 滅 に な る で あ ろ う 。 しか

し この 著 者 が 卓 越 した 才 能 を もっ て そ の 問 題

を理 論 化 し た に も か か わ らず 、彼 は こ の 実 験

に よ っ て 充 分 な も の を成 し遂 げ な か っ た 。 そ

の 実 験 は種 々 の植 物 が 少 量 の ぼ ろ 布 を付 け 加

え る こ と に よ りお そ ら く柔 らか くな り、 有 益

な紙 を作 製 す る で あ ろ う とい う もの で あ っ た。

だ が彼 自 身 も彼 に続 い た 人 も ぼ ろ 布 な し に、

そ の 混 合 に よ っ て で さ え も印 刷 や 筆 記 、 壁 紙 、

他 の 目 的 に 適 合 す る 紙 を全 く作 れ な か っ た 」

(Koops,∫玩広PP.235-236)と シ ェ フ ァ ーや 彼 に

続 い た科 学 者 が 自己 の 発 明 を実 現 化 しな か っ

た点 を強 調 した 。 他 方 、 彼 の 作 り出 した 紙 に

つ い て は次 の よ うに記 して い た 。

「これ まで の ところ、藁や木材 や他 の植物 か ら最

も完全 な紙 を製造 するため に根気 よ く努力 を続 けて

い くと、……私 は他 に知 られ ている紙のいか なる原

料 も加 えるこ とな しに、……非常 に強 くて素晴 らし

い紙 を製造」(砺4.,p.251)に 成功 した。 この藁 か

ら製造 され た紙 は疑い もな く 「ぼろ布か ら作 られた

もの と同 じくらいの本 当の完壁 さ」(砺4,p.252)

を備 え、「つ ま り黄色 や ク リーム色 を白色 に変 える

ため に成 したい くつかの試み に よってそれ は間違 い

な く実用化 した ように思える」 価 泓,pp.252-253)

し、その紙 は 「自然 な色で筆記 や印刷 のた めに、 目

にとって快適だけではな く、清新 である」(1配,p.253)。

こ の よ う に 藁 を原 料 とす る紙 の 製 造 技 術 の

成 功 とそ の 紙 の 品 質 の 良 さ を 自賛 して い た 。

また クー プ ス は 彼 の 発 見 した 紙 の 新 原 料 に持

た れ た 偏 見 が 減 じて い く こ と を喜 び 、 そ の発

見 の 成 功 は紙 の 価 格 の 更 な る上 昇 を妨 げ る だ

け で は な く、 そ の下 落 に 寄 与 す る こ と に最 も

効 果 的 な手 段 で あ る(翫 紘,p.256-257)と 考 え 、

最 終 的 に彼 の発 明 が 紙 の 価 格 の 下 落 に 繋 が っ

て い くこ と を暗 示 した 。

こ れ らの 相 次 ぐ新 しい 製 紙 原 料 の 発 明 に対

して 既 述 した 『歴 史 的 説 明 』 の 冒 頭 に お い て

国 王 ジ ョー ジ3世 へ の 感 謝 を込 め て クー プ ス

自 ら報 告 して い る よ うに 、1800年 か ら翌 年 に

か け て 一 つ は 使 用 され た 紙 か ら イ ン ク を取 り

除 くこ と に 、他 の二 つ は 藁 、 ア ザ ミ、 大 麻 と

亜 麻 の屑 を も っ て紙 を製 造 す る こ とに 特 許 が

認 め られ たの で あ る(早 くも前者の特許 につ いて

1802年 に刊 行 され たエ ンサ イク ロペデ ィアに 「180

1年 にクープス氏 に印刷 された紙か らインクを除去 し、

もとの状態 に紙 を再生す るこ とに対 して特許が認 め

られた」 〔A.F.M.willich,賄6Do耀3"cE}7cyczopα6-

4嬬oろA1)ノc"01研y(ゾ17αc'3,…,1802,p.339〕 と記載

されている)Q

ク ー プス は こ う し た新 た な る新 原 料 の 発 見

を 目指 して 、 「専 ら麻 や木 綿 以外 の 原 料 が 大 々

的 に使 用 され る ヨー ロ ッパ 最 初 の 製 紙 場 」(H-

unter,Pα ρ8朋盈11τ97加 研5'oryα η478C〃η19配8(ゾ
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・17Aηc∫81πCrψ,p.335)の 建 設 に 取 り掛 か り、

1800年 頃 ま で に ネ キ ン ガ ー や 他 の場 所 に製 紙

場 を開 設 した 。 彼 は ネ ッキ ン ガ ー 製 紙 場 とそ

こ か ら生 産 さ れ る紙 に つ い て 以 下 の よ う に分

析 してい た。

「私 は1800年5月1日 以来 、バーモ ン ドシー にあ

るネキ ンガー製紙場 で大規模 な製紙工場 の建設 を目

撃 し満足 してい る。 そこでは再生紙 の私 の発 明が大

きな成功 を もって行 われ、既 にぼ ろを付 け加 えるこ

とな しに、古 い廃棄 され反故 紙か、印刷 された紙か

ら週 に700リ ーム(蓮)以 上の全 く汚れの ない 白い

紙が製造 されてい る。 それに よ り社会 は もう今 まで

利益 を蒙 っていて 、紙 の価格 はそ こにかかる追加的

な税金 と労働 費用の増加 に よる以外 には上 が らな く

なって きた。」(Koops,oρ.c広p.250。)

クープスの特許に基づ く新原料 による紙は

巨大 な新製紙場から供給され、その設立は社

会にとっても有益で、その成功に彼がかな り

の 自信を持 っていたことが確かめられる。け

れ ども1802年 末 に彼は事業に失敗 し、結果 と

して彼の製紙場は 「非常に大規模であるが全

面的に不成功の実験的製紙場」(C・1eman,7h6

Br'"訪pαρ6r1ηぬ5〃)㍉p.112)に終わって しまっ

た。

しか しながら、実際に19世 紀初期にクープ

スの製紙場 において西洋最初の麻や木綿以外

の植物繊維 を原料 とする紙が商業的に生産さ

れたという事実はその上に近代 的製紙業の大

部分 は築かれていたとい う意味で、イギリス

製紙業史における決 して忘れ去れない出来事

であった。そ してクープスはその記録を断片

的ではあるが書物の形で残 し、それが本拙稿

で紹介 した 『歴史的説明』なのである。その

ようなことか らこの書物はイギ リス製紙業史

研究の貴重 な史料であると同時に、彼の製紙

場で生み出された新原料による紙 に印刷 され

たということから比類のない優れた彼の作品

であったことは間違いない。

おわ りに

最 後 に、 産 業 革 命 論 と イギ リス 産 業 革 命 に

お け る製 紙 業 を ク ー プス に 関 連 させ て 触 れ て

お こ う。 経 済 学 者 の 立 場 か ら産 業 革 命 の 問

題 に接 近 した とい わ れ る イギ リ ス の経 済 史 家 、

T.S.ア シ ュ トンは 産 業 革 命 の本 質 を 「土 地 ・

労 働 ・資 本 の供 給 増 加 が 同 時 に お こ っ た とい

うこ とが 産 業 の 発展 を可 能 に した」(ア シュ トン、

中川敬一郎 訳 『産業革命 』岩波書 店 、1973年 、31

ページ)と い う事 実 に 、 つ ま り生 産 諸 要 素 の供

給 の 同 時 的 増 大 の な か に 見 出 した 。 こ こ に お

い て 生 産 要 素 の 土 地 に は所 得 を 生 み 出 す 天 然

資 源 も含 ま れ る か ら、 土 地 の 増 加 は原 料 の そ

れ を意 味 し、 原 料 の 増 加 は 新 資 源 の 開発 を も

指 し示 し て い る と判 断 して も よい 。 そ こで 燃

料 を含 む 原 料 の 開発 と い う観 点 か ら 、 イ ギ リ

ス 経 済 史 を顧 み た と き に 、 そ の代 表 的 な事 例

と して16世 紀 中葉 ころ か ら始 ま っ た 燃 料 の木

材 か ら石 炭 へ の本 格 的 な切 り替 え に突 き当 た り、

この 事 実 こ そ が18世 紀 か ら19世 紀 にか け て の

イギ リス 産 業 革 命 の 出 発 点 で あ っ た と捉 え ら

れ 得 る。 この 事 象 を勃 興 期 か ら17世 紀 末 に至

る イ ギ リ ス石 炭 産 業 の 発 展 か ら引 き出 した の

が ア メ リカ の経 済 史 家 、J.U.ネ フで あ った(J.U.

Nef,7肋R'5ε ρ々 〃εBr∫"訥Coα1み74麗5'伐2vols,1932を

参照)。 つ ま り既 存 の 原料 が希 少 にな っ た と きに 、

そ の 代 替 原 料 の 開発 が 促 され て新 原 料 が そ の

使 用 の た め の技 術 革 新 を 引 き起 こ しな が ら採

用 さ れ る こ と に よ り、 著 しい 生 産 性 の 向 上 と

共 に、 原 料 不 足 が 解 消 さ れ る とい う 周 知 の経

済発 展 の 図 式 を ネ フ は イギ リ ス の 薪 か ら石 炭

へ の エ ネ ル ギ ー 源 の 転 換 とい う歴 史 的 過 程 で

実 証 した の で あ り、 近 年 、 産 業 革 命 論 にお い

て こ の事 象 が 産 業 革 命 の 要 因 と し て重 要 視 さ

れ る よ うに な っ た(そ の代表 的な業績 にA.E.リ グ

リーの諸研 究が ある。差 し当 た り、 リグリー、近藤

正 臣訳 『エ ネルギー と産業革命 一連 続性 ・偶然 ・変

化 一』同文舘、平 成3年 を参照 。 また、石炭へ のエ

ネルギー源転換 と産業 革命の原 因を結び付 けた最近

の業績 にR.C.Allen,Z舵B漉'5耐 η伽5'磁1R6γ01磁oη 加

GJoわαJP8rΨ8c'∫鵜2009,pp.80-105が 挙 げられ る)。

本 拙 稿 で扱 っ て き た イ ギ リ ス製 紙 業 も18世

紀 後 半 頃 か ら麻 や 木 綿 の ぼ ろ布 不 足 とい う原
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料の隆路に悩まされ、紙の消費の増加につれ

てその解決に迫 られる。そ こで麻や木綿のぼ

ろ布に代わる新原料の精力的な発見が求められ、

究極的には19世 紀後半の木材パルプの採用で

製紙業の原料問題が一応解決 し、製紙業は近

代 的な工業 に変貌するのであった。クープス

の製紙業史上の役割は繰 り返 される原料不足

を単 なる実験段階ではな く商業的規模でその

解決 を試みた意味で近代的製紙業の原型 を示

したことにあ り、彼 はその事情を自著のなか

に書 き残 したのである。従って イギリス製紙

業における産業革命の構成要素にも生産工程

の機械化 と併せて原料問題が間違いなく不可

欠な要素であったことが明 らかにな り、また

ここで も原料代替 とそれに伴 う技術革新が一

般に産業革命を組み立てる重要要件であるこ

とが確かめられた。(2009.9.18.)

*本 拙稿 は既 に発表 した拙 稿 「イギ リス製紙 業 と

産業革命 一M.ク ープスの著作 を中心 に一」 「商経学

叢』 第49巻 第2号 、2002年 と拙稿 「18世紀 お よび

19世 紀前半 におけ るイギ リス製紙業 の原料 問題 一 ト

マスニグ リー ヴズ と芸術 ・工業 ・商業奨 励協会 を中

心 に一」 「生駒 経済論叢』 第5巻 第2号 、2007年 に

よるところが多い。


